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重点監視 １系統 中央部 Ｃ系統
一般監視 ２系統 左右岸 Ｌ系統　Ｒ系統
重点監視 ２箇所 コア内  CH-6　CH-G
一般監視 ４箇所 洪水吐  P-20　P-21　P-22　P-23

一般監視 ５箇所 コア内  T-12　CH-3  CH-E　CH-1
 P-24

重点監視 ９孔 堤体下流
 T-18  WL-15 WL-21 WL-22
 WL-23 WL-25 WL-27 WL-30
 WL-32

一般監視 18孔 堤体下流

 WL-31  WL- ４  WL-17
 WL- ８  WL-28  WL-29
 WL- ９  T-33  WL-６
 WL-24  WL-26  WL-７
 T-30  H  I
 WL- ２  WL-14  WL-10
 WL-20

一般監視 10孔 左岸地山
 L-２  L-４  L-15
 L-20  L-22  L-23
 L-24  L-25
 L-29  L-30

一般監視 ６孔 右岸地山  R-2  R-3  R-4
 R-6  R-7  R-8
 Ｌ系統 Ｃ系統 Ｒ系統

 地下水位観測孔で計測
 Ｌ系統 Ｃ系統 Ｒ系統
 Ｌ系統 Ｃ系統 Ｒ系統
 Ｌ系統 Ｃ系統 Ｒ系統
 貯水池水、浸透水、
地下水等

重点監視
Ｂ測線：SP198,257,340
Ｃ測線：SP120,198,257,
340,385

一般監視
Ａ測線：SP198,257,340
Ｄ測線：SP198,257,340
Ｅ測線：SP198,257,340

3測線
9測点

力
学
的
挙
動

堤体変形

2測線
8測点

浸透水水温

採水による水質分析

貯水池水温
地下水水温
浸透水　濁度
浸透水　PH

浸透水 電気伝導度

計器数量 計器番号

コア及びグラウト
内の間隙水圧
（浸潤線）

堤体下流水位

地山地下水位

水
理
的
挙
動

浸透量

監視
区分 監視項目 監視区分

水質調査 一般監視
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H29.9.1 H29.11.1 H30.1.1 H30.3.1 H30.5.1 H30.7.1 H30.9.1 H30.11.1 H31.1.1 H31.3.1 R1.5.1 R1.7.1 R1.9.1 R1.11.1 R2.1.1 R2.3.1 R2.5.1 R2.7.1 R2.9.1 R2.11.1 R3.1.1

貯
水
位
(W
L 
m) LWL377.50m

FWL379.34m

WL378.40m

10/2

10/12
10/19

10/22
10/25

10/31 11/30

12/4 4/20

4/27 10/1

第2過程（1年目）LWL377.5m保持

第1過程

5/15

5/13

第2過程（2年目）

10/17

貯水位急降下試験

第2過程（3年目）

貯水位急降下試験

4/27

4/20
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構成要素 設定方法

貯水位影響
既往の試験湛
水試験の実測
値結果より

降雨・
融雪影響

降雨量及び融
雪量から予測
される流出モ
デルを構築し
タンクモデル
とした

誤差成分
流出モデルの
誤差の２σと
した
σ：標準偏差

浸透量（Ｃ系統）管理基準値＝
貯水影響量＋降雨・融雪影響量＋誤差成分

集水面積63,200m2

浸透孔係数 0.100

浸透孔係数 0.120

流出孔係数 0.007

流出孔係数 0.013

40㎜
流出孔係数 0.010

流出孔係数 0.000005

120㎜

2㎜

5㎜
流出孔係数 0.010
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（追加グラウチングは、初期試験湛水後に実施した。） 
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図－12 洪水吐基礎の間隙水圧経時変化図 
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表－４ 堤体表面変位の管理基準
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